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別紙３ 

評価項目及び評価基準 

 

１ 評価点 

評価点の算出方法は、次の合計点数とする。 

技 術 審 査 点 数 ＋ 価 格 審 査 点 数 ＝ 合 計 点 数 

（８００点満点）   （１００点満点）     （９００点満点） 

 

２ 技術審査点の点数化の方法 

選定委員１人当たりの技術審査点の配点は、100点とする。また、表１評

価項目及び配点（以下「表１」という。）に示す評価項目ごとに、表２評価

基準（以下「表２」という。）で示す基準により評価し、各選定委員が項目

ごとに算出した点数の合計を技術審査点数とする。なお、各評価項目の点数

及び技術審査の点数の計算方法は、次に掲げるとおりとする。※小数点第２

位まで求める（小数点第３位以下は切り捨てる。）。 

(1) 各評価項目の点数＝表１の各項目の配点×表２の評価による配分率 

 (2) 技術審査点数＝前号で算出した各評価項目の点数の合計 
 

表１ 評価項目及び配点 

評価項目 評価内容 配点 

会社概要 

受託実績 

・会社の規模、経営状況等に問題はないか。 

・過去３年以内に地方自治体における同種業務又は類似の業務の

受託実績が十分にあるか。 

10 

プロジェクト

体制 

・十分な知識と経験のある業務従事者が配置されているか。 

・責任者や役割分担等が具体的に示されているほか、市の指示や

要請に即時に対応できる組織体制及び手法が十分に整備、考慮

されているか。 

10 

スケジュール 
・仕様書の内容を実現するための工程の全てが、スケジュールに

適切に反映されているか。 
10 

提案の妥当性 
・仕様書に記載の目的や業務内容を理解し、基本方針に合った提

案となっているか。 
10 

業務の企画 

・販路拡大が期待できる、市内外に向けた効果的な PRになってい

るか。 

・農業者が儲かる買取りや還元が実現できる内容となっているか。 

・こども食堂等への効果的な寄贈内容となっているか。 

・効果の把握方法に妥当性があるか。 

30 

価格の妥当性 

・農畜産物の購入は受託者事務費や配送運賃等を除いたものとな

っているか。 

・農畜産物の配布にかかる費用（購入・包装資材）、物流費、人件

費、その他寄付の募集や PRに係る経費のうち、 

・提案内容が価格に見合った内容になっているか。 

10 

追加提案 

・仕様書に記載のない独自提案、または要件を超える追加提案の

内容は、以下の効果を発揮する提案となっているか。 

  コスト削減、リスク軽減 

  継続的な実施を見据えた工夫 

10 



  デジタル技術を活用した効果的な企画 

提案内容の妥

当性 

・提案資料は、的確な文章表現、作図などの創意工夫、重点箇所の

整理等の説明はわかりやすく、説得力があるか。 

・業務に対する積極性が感じられるか。 

10 

合計  100 

※合計点数が、配点の６割を下回る場合には、優先交渉者として選定しない。 

表２ 評価基準 

評価 評価内容 点数の算出方法（配分率） 

Ａ 特に優れている 配点 × 100％ 

Ｂ 優れている 配点 ×  75％ 

Ｃ 普通 配点 ×  50％ 

Ｄ やや劣る 配点 ×  25％ 

Ｅ 劣る 配点 ×   0％ 

 

３ 価格審査の点数化方法 

  価格審査の配点は、１００点とする。価格審査における価格審査点数は、次

の式によって算出する。 

 

  価格審査点数 ＝ （最低見積価格 ／ 提案価格） × １００点 

  ※小数点第３位以下は切り捨てる。 

 

４ 同点の場合 

  審査の結果、最も合計点数が高い者が複数あるときは、審査委員の多数決に

より優先交渉者を選定する。 

 


